
 

 

 

 

 

 

 

中期経営計画の重点施策 第 1 回：開発ロードマップ 
― 電動化市場の成長機会を捉え、統合熱マネジメント領域を強化 ― 

 
サンデン株式会社（本社：群馬県伊勢崎市、以下「当社」）は、中期経営計画の重点施策を紹介するシリーズの第

1回として、電動化市場の成長機会を捉えるための開発戦略とロードマップをお知らせします。 
 

本リリースでは下記の内容についてご紹介します。 
① マルチ電動化に対応した製品開発方針 
② EC（電動コンプレッサー）・ITMS(統合熱マネジメントシステム)を中心とする成長領域への展開 
③ グローバルR&D体制による開発力強化 
 
電動車市場では、BEV(バッテリー式電気自動車)、PHEV(プラグインハイブリッド車)、HEV（ハイブリッド車）な

ど多様なパワートレインが併存する「マルチ電動化」が進展しており、車両全体の熱を効率的に制御するITMSの
重要性が高まっています。 

当社は、電動化の進展により重要性が高まる熱マネジメント領域を、今後の成長領域の一つと位置づけていま

す。これまで培ってきた車両空調・冷媒制御技術を基盤に、電動コンプレッサーを中核製品として競争力を高め

るとともに、ITMSへの展開を進め、コンポーネント領域からシステム領域への事業拡大を目指します。 
 
 
 サンデンの開発の考え方と方向性 
自動車市場は、新興国需要などを背景に中長期的な成長が見込まれる一方、各地域における電動化の進展度

合いや顧客ニーズは多様化しています。 

当社は、既存のパワートレイン向け製品の競争力維持と電動化領域での成長を両立するため、長年培ってきた

車両空調および冷媒制御技術を基盤に、MC（機械式コンプレッサー）、EC、HVAC（車両用空調ユニット）、ECH

（水加熱ヒーター）、ITMSなどの開発を推進しています。 

中でもECを中核成長領域、ITMSを将来の事業拡大を牽引する戦略領域と位置づけ、より付加価値の高い製

品およびシステム領域への展開を進めています。 
第5世代ECでは、従来製品当社比で効率約10％、静粛性約5％向上、およびシリーズでの部品共通化によりコ

スト低減を目指し、電動車向け製品としての競争優位性の確立を図っています。また、HVACでは、電動化や快適

性ニーズの多様化に対応するため、当社従来製品比で体積を約20％削減し、重量を約5％軽減することを目指し

ています。 
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これらの開発を支える体制として、当社は「1HQ＋6センター」によるグローバルR&D体制を構築し、各拠点の

開発機能の連携強化と開発プロジェクトの進捗管理・品質管理の高度化を進めています。 

このグローバルR&D体制を活用し、各地域の市場要件や顧客ニーズを開発段階から反映することで、当社は

EC、HVAC、ECH、ITMSなどの製品・システム開発をより迅速かつ効率的に進めています。 
当社は、こうした取り組みを通じて、既存需要への対応と成長領域への展開を両立し、製品競争力の向上と収

益基盤の拡大につなげてまいります。 

 
 

 ITMSの開発推進 
ITMSは、車両全体の熱を統合制御するシステムです。EC、HVAC、ECH、冷媒制御技術などを組み合わせるこ

とで、快適性、省エネルギー性、航続距離の維持・向上に貢献します。 

当社は、一定条件下での社内シミュレーションにおいて、ITMSにより従来制御比で省エネルギー性を50％以

上向上させ、航続距離の約40％改善に貢献する可能性を確認しています。 
具体的な取り組みの一つとして、自然系冷媒であるR290（プロパン）に対応したCRU（小型冷媒ユニット）プラ

ットフォームの開発を進めています。冷媒回路を小型化・ユニット化することで、当社従来構成比で搭載スペース

を約20％削減し、自動車メーカー側の組立工程削減にも貢献します。 
  

開発領域 市場環境・ニーズ サンデンの開発方向性 

MC 
（機械式コンプレッサー） 

 新興国を中心にICE（内燃機関）向け 
車両の安定需要が継続 

 既存ビジネスの維持拡大 
 大容量PXプラットフォームの量産展開 

EC 
（電動コンプレッサー）  マルチ電動化の進展による需要の拡大  製品競争力の強化 

 第5世代プラットフォームの展開と改善 

HVAC 
（車両用空調ユニット） 

 電動化や快適性ニーズの多様化による 
高効率化・小型化への要求が拡大 

 グローバル顧客への展開拡大 
 コンパクトHVAC開発 

ITMS 
（統合熱マネジメントシステム）  電動車におけるITMSニーズの拡大  R290冷媒を用いたCRUの量産化 

ECH 
(水加熱ヒーター) 

 低外気温下での暖房性能確保 
 省エネルギー化へのニーズの拡大 

 ラインナップ拡大 
 Integrated module(EC+ECH)の開発 

マルチ電動化による市場変化とサンデンの開発方向性 

グローバル R&D ネットワーク 



 

また、R290の特性を踏まえ、安全性および関連法規への対応を前提とした設計と小型化の両立により、多様

な車種への適用拡大を目指します。 
 
CRUの主な特徴は以下のとおりです。 

 コンプレッサーからチラーまでを一体化したユニット構造 

 冷媒充填済みでの納品による、自動車メーカーにおける組立工程の削減に貢献 

 R290 対応と小型化を両立し、適用車種の拡大を目指す設計 

 
当社は、R290対応CRUプラットフォームの量産展開に向けた完成度を高め、ITMS領域における競争優位性の

確立を図ってまいります。 
 
 

 コンポーネントサプライヤーからシステムサプライヤーへ 

当社は、これまで強みとしてきたコンプレッサーや空調部品の開発に加え、車両全体の熱を最適に制御するシ

ステム領域への展開を進めています。 
EC、HVAC、ECH、冷媒制御技術などを組み合わせることで、電動車の性能向上やエネルギー効率の改善に貢

献するITMSソリューションの提供領域を広げています。こうしたシステム提案の高度化により、当社はコンポー

ネントサプライヤーからシステムサプライヤーへの進化を図っています。 
今後も、ITMS技術を核とした高付加価値製品・システムの開発を通じて、電動化市場の成長を取り込みながら、

中期経営計画の達成と持続的な企業価値の創出を目指してまいります。 

 

中国大手自動車メーカーOEM との共同開発 CRU プラットフォーム 

開発ロードマップ 



 

 R&Dセンター長コメント 

電動化の進展により自動車の価値が大きく変化するなか、当社はこれを成長機会

と捉え、車両空調・冷媒制御で培った技術を基盤に、ECやITMSの開発を進めていま

す。 
当社は、コンプレッサーを中心としたコンポーネント技術に加え、車両全体を最適化

する熱マネジメントシステムの提案力を強みとして、電動化市場における新たな価値

創出に挑戦してまいります。 
 
 
 
 

次回は、品質管理活動として、品質リスクの未然防止に向けたグローバル変更点管理の取り組みについて紹

介します。 
 
※本リリースに記載されている開発目標、性能改善値および今後の取り組みに関する記述は、現時点における当社の計画・見通

しに基づくものです。 

 
 

本件に対するお問い合わせ  

サンデン株式会社 総務本部 広報・IR 担当 

Tel ： 03-5828-5582  Email ： sdhd.prcsr.jp@g-sanden.com  Web ： https://www.sanden.co.jp/ 

 

R&D センター長 
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